
優れた文化芸術に触れられるまち・ねりま

都立井草高校  書道部部長　及川夢実さん 上石神井中　吉岡佑起さん （上石神井囃子連中所属）

▲同館ホームページ

向山庭園（向山3-1-21）☎3926-7810
　着付け体験や茶会などを定期的に開催してい
ます。日時など詳しくは、同ホームページをご覧
ください。▶開園時間：午前9時～午後9時30分
（庭園散策は午後5時まで）　

石神井公園ふるさと文化館 （石神井町5-12-16）☎3996-4060
　展示物に触れながら、区の歴史や伝統文化な
どを学べます。隣接する旧内田家住宅（区指定
文化財）では、1月7日㈫まで「正月飾り」を展示
します。▶開館時間：午前9時～午後6時　※月
曜休館。
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ーーー 「思いを共有する」書道パフォーマンス
　書道パフォーマンスは音楽に合わせて文字を
書き、思いを表現します。紡がれる言葉や動き
など、「作品が完成するまでの時間をその場にい
る全員と共有できる」ところが魅力です。半年以
上かけて作り上げたパフォーマンスを披露した
とき、観客の皆さんも私たちと一緒に涙を流し
てくれたことがありました。「思いが届いたんだ」
と実感した、大切な経験です。

ーーー 競技かるたは「早くキレイに」
　競技かるたは、読まれる句が書かれた札を相
手より早く取り、先に自陣の札がなくなった選
手が勝ちという競技です。競技用のかるたは、
払いやすいように札が曲がっているんですよ。
豪快に払いすぎると、敵陣の札に触れてしまい
お手付きになってしまうので、最初は苦労しま
した。今では札を早くキレイに払えるようにな
り、とても楽しいです。

ーーー お囃子を通して、さまざまな人とつながる
　小学３年生のときに初めてお囃子を見ました。
太鼓がとてもおもしろそうだったので、やって
みたいなと思いました。上石神井囃子連中に所
属し、現在は、週に1回練習をしています。活動
を通して、地域のさまざまな世代の方とコミュ
ニケーションを取ることができるようになりまし
た。お囃子の活動は、自分の成長につながって
いると思います。

ーーー お囃子の魅力は「人から人へつなげてい
くところ」
　お囃子の演奏には楽譜がなく、「テケテン」など
口伝えでリズムを教わります。最初の頃は覚え
るのが大変でしたが、今では、周りの人と演奏
を合わせることを意識できるようになりました。
　お囃子は、祭りなどを盛り上げるための縁の
下の力持ち的な存在だと思っています。大人に
なっても続けていけるし、リズムを口で伝えて
いくように、人から人へ世代を超えてつなげて

ーーー 同じ目標に向かい、成長する
　入部当初、「書道パフォーマンス甲子園」の全
国大会を目指したいと部員に話したとき、誰も
笑いませんでした。どうすればいいかを話し合
い全員で目標を描いた時間が、私のパフォーマ
ンスの原点です。部員をまとめるプレッシャー
や不安でいっぱいなときも、部員と泣きながら
話し合い、目標を全員で描きなおし、みんなで
パフォーマンスを成功させてきました。
　胸を張れる作品を目指して、「最後まで高いク
オリティーを求め続ける」ことを大切に、最後
のギリギリまで練習を積み重ねています。

ーーー 新年の抱負は「昨年の成績を超える」
　個人の書の作品は、毎年全国大会に出展して
います。今年は、昨年度のコンクールなどでい
ただいた賞の、数も順位も全て超えることが部
の目標です。私個人としては、この1年間で学
んだことを、後輩に余すことなく引き継ぐこと
を目標に、一生懸命取り組んでいきたいです！

ーーー 強くなるには、とにかく実践
　練習では読まれる句を聞いて、とにかく手を
動かすことを意識しています。都内で行われる
試合や東大泉かるた同好会の練習に参加するな
ど、さまざまな場所で経験を重ねています。初
めて出場した試合では個人戦で優勝することが
でき、とてもうれしかったです。

ーー 新年の抱負は「たくさんの人に魅力を伝える」
　個人としては、級を上げることです。大会に
出場して3位までに入ると級が上がります。ど
んどん大会に出ていい成績を収めたいです。部
としては、部員を増やすことが目標です。競技
かるた部があるのは、区内の公立中学校では光
が丘第二中だけだと聞いたことがあります。マ
イナーな競技だと思いますが、競技かるたの楽
しさや魅力をたくさんの人に伝えられるように
頑張ります！

いくところが魅力だと思います。これからも楽
しく長く続けていきたいです。

ーーー 新年の抱負は「学び伝える」
　お囃子は太鼓だけでなく笛や鉦

かね

、拍子木もあ
り、まだまだ学ぶことがたくさんあります。私
が教わったことを、新しく入る人たちに伝えて
いけるように、これからも積極的に練習に取り
組んでいきたいです！

一筆に込める熱い思い
光が丘第二中  競技かるた部部長　川見梨奈さん

高みを目指して日々実践 学び、伝え、つなげる お囃子の魅力

一流の文化芸術を楽しめる！ ※いずれも1月3日㈮まで休館。身近な場所で文化芸術を楽しめる！

学びと文化の情報サイト
　区内で開催する文化イベントや学びの
講座などのイベント情報を紹介していま
す。▶問合せ：生涯学習センター☎3991-
1667

ねりま区報「区民のひろば」
　区民の方のサークル活動などを紹介する欄です。ス
ポーツ、合唱、絵画などさまざまな活動や催しを掲載
しています。ぜひ、ご覧ください。▶問合せ：広報係
☎5984-2690

毎号掲載しています！
※1月1日号を除く。

あなたに合った活動が
見つかるかも！？

真夏の音楽会
　本格的なクラシックを身近に感じてもらうため、日
本を代表するバイオリニスト・大谷康子さんのプロ
デュースで夏に開催しています。毎年さまざまなテー
マで、名曲の数々をお届けしています。

みどりの風 練馬薪能
　練馬区名誉区民で人間国宝の狂言師・野村万作さ
んのプロデュースで毎年９月に開催しています。万作
さん・萬斎さんをはじめ、梅若紀長さんなど区にゆか
りのある能楽師が多数出演します。開催に合わせて能
楽体験ワークショップも行っています。

いずれも昨年の様子

練馬区立美術館 （貫井1-36-16）☎3577-1821
　3月7日㈮～30日㈰に「トーク・トーク　40年のコレクションと
展覧会」を開催します。開館40周年を記念して、収蔵品の展示、
美術館ゆかりのアーティストや新旧の学芸員によるトークイベント、
ロビーコンサートなどを実施します。詳しくは、区報2月11日号を
ご覧ください。
美術館・貫井図書館をリニューアルします
  「まちと一体となった」「本物のアートに
出会える」「図書館と融合する」をコンセプ
トに、誰もが楽しめる美術館に生まれ変
わります。

練馬区立美術館・貫井図書館 模型　
©平田晃久建築設計事務所

▶問合せ：文化振興係☎ 5984-1284

  令和7年（2025年）1月1日令和7年（2025年）1月1日  2 3

　区の郷土芸能である祭囃子の祭典で
す。今年は、区内で活動している囃子
連の中から3団体が出演し、各地域で受
け継がれてきたお囃子を披露します。
ゲストに秩父歌舞伎正和会をお迎えし
ます。開催日など詳しくは、区報2月1
日号をご覧ください。
▶問合せ：伝統文化係☎5984-2442

毎年「郷土芸能ねりま座」を開催

記事のタイトルをクリックすると、当該記事のホームページに遷移します。※ページがない場合は、遷移しません。

https://www.kouyama-teien.info/
https://www.neribun.or.jp/event/detail_f.cgi?id=202410291730190374
https://www.neribun.or.jp/museum.html
https://asobiosentoya.jp/



